
人権とは

（1）基本的人権

　20世紀、二度にわたる世界大戦の惨禍を経験した人類は、平和の

大切さを学び、永遠の平和を願いました。こうした中で、人類は「平和

のないところに人権は存在し得ない」、「人権のないところに平和は存

在し得ない」という、人権の尊重が平和の基礎であるとの大きな教訓

を得たのです。「21世紀は『人権の世紀』」といわれていますが、これ

は人権の尊重、平和の実現への願いが込められた“合言葉”となり、

広がりをみせています。しかし、世界各地ではいまだに紛争やテロが

絶えません。人種や民族、宗教観や思想・信条の違いがあっても、私

たちは21世紀を真の「人権の世紀」とするために人権を尊重する意

識を自ら高めていかなければなりません。

　人権とは、「人が人らしく幸せに生きていくために社会によって認めら

れている権利」であり、誰もが生まれながらに持っている、誰からも侵され

ることのない基本的な権利です。日本国憲法でも、第11条で「国民は、す

べての基本的人権の享有を妨げられない。この憲法が国民に保障する

基本的人権は、侵すことのできない永久の権利として、現在及び将来の

国民に与へられる」と国民の『基本的人権』を保障しています。

　しかし、このような日本国憲法の規定にもかかわらず、今なお、同和

問題（部落差別）をはじめ、子ども、高齢者、障がいのある人への虐待

や、女性に対する暴力など、人権侵害が発生しています。

　高度情報化社会の発展に伴う個人情報保護の問題や、遺伝子情

報解明に伴うプライバシー侵害などの新たな課題も浮かびあがってき

ました。地球規模でひろがる環境破壊も、人類の安全と人権に深くか
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